第３節　こころのケア活動の実際
第１章　災害時のこころのケアとは？

	第２節　こころのケア活動の実際　Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	メモ
チーム活動の状況

＜一関地区＞

· 訪問相談実績

①こころのケアチーム訪問相談

初回72世帯　120人

訪問相談延81世帯　129人　　　　　　　　　
★　健康教育実績　３回
★　カンファレンス等
①こころのケア対策会議開催　１回

②こころのケアチーム活動ミーティング　23回

③全戸訪問フォロー者ミーティング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2回

＜奥州地区＞

· 訪問相談実績

①ハイリスク地域訪問　121世帯

②こころのケアチーム訪問　55件　　　　　　　　
★　健康教育実績　３回
★　カンファレンス等
①こころのケア対策会議開催　１回

＜こどもの心のケア＞

· 訪問相談実績　　66件

相談内容内訳

　 不眠・恐怖　32件

  不眠　　 　　16件

  イライラ　　 13件
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	１　　平成２０年岩手・宮城内陸地震におけるこころのケアチームの活動

災害時におけるこころのケア活動について、具体的にイメージしていただくために、平成20年岩手・宮城内陸地震において県内外のこころのケアチームが被災地でどのような活動したかを紹介します。

◆　災害当日は土曜日の午前中の早い時間帯（発災８時４６分）でした。震度６強の地震であったことから、関係機関の職員は、岩手県防災計画に基づき、職場等に参集しました。

こうしたなか、発災当日及び翌日にかけ、岩手県保健福祉部障がい保健福祉課と岩手県精神保健福祉センターでは、災害時のこころのケアの対応について話し合いを持ち、現地の被災状況確認の必要があるとの判断から、発災翌日に一関市、発災翌々日には奥州市にセンター職員が現地調査に赴いています。
　　　　　発災翌日には、一関市に避難所が設置されるなど、被災住民のこころのケアの必要性があるとの判断から、県保健所と市が中心となり、地域の支援体制を整えていくことが確認されました。




	２　支援従事者アンケートの中からの課題と意見

　　　平成20年岩手・宮城内陸地震の支援活動に参加した職員を対象に、平成21年1月アンケート調査を実施し、同年2月には、本災害のこころのケアに関する報告会が開催されました。この場では、ケア内容自体は、マニュアルに基づいており、過去に発生した県外の災害時こころのケア活動と比較しても、同等の内容が実践できていたと関係者から評価されました。しかし、残念なことに、過去の活動報告で指摘されてきた、県外部機関やマスコミ等との調整の困難さや、支援者のメンタルヘルス不全の問題もまた今回課題として挙げられました。この他、県外部からの支援者を現場調整する立場と実際にケア者として出向く立場のスキルの違いも再認識させられました。

　　具体的なアンケートの声や評価は以下のとおりです。

　　

　　◆　組織間の役割の明確化と連絡調整（例：県と市町村等）

　　◆　組織内の役割分担の明確化

　　◆　マニュアル作成と内容の充実

　　◆　災害前の体制づくり

　　◆　外部からの支援体制（専門職の派遣体制）

· 対策本部の設置（すみやかな精神保健医療活動の体制設置）

· こころのケアに関する事例検討や会議は、WEB会議やテレビ会議などの積極的利用が必要である。支援者の負担を減らすために、局所的災害と異なるアプローチの工夫は、今後も継続的検討が必要である。

· 災害後一ヶ月を目途とした医学的スクリーニングの実施は、その後の精神保健医療活動の計画や継続的な援助の評価をする際の基礎資料になるとされる。もしも、地域全体の活動計画や介入評価のために、精神健康に関するスクリーニングの実施を考慮するのであれば、スクリーニングは平時の段階から住民健康診査や各種公的調査に組み込まれている体制が良いだろう。

· 児童支援活動の中で関係者から指摘された課題には、各学校での要支援児童のピックアップ方法のばらつき、避難所で使用する児童用の配布資料や教職員・保護者向け研修資料の不備などがあった。


	メモ
新潟県中越地震

派遣チーム第一班

★　第一班のチーム編成
班長　　精神科医師（所長）

　　　　　班員　　臨床心理士

　　　　　　　　　　精神保健福祉士

　　　　　　　　　　企画主任主査

　　※総務員（企画主査）は派遣当初の宿泊や食料等の確保、現地災害対策本部との連絡網確保等の任に当たる。

★　１チームの派遣期間

　　　４泊５日、移動に前後丸１　　　　　　　　　　日を要したため実働３日間

★　車両
　　　　盛岡保健所の患者移送車

　　　　RV車、５ナンバー

　　　　１８００cc、７人乗り
★　宿泊地
　　　　ホテルに宿泊先を確保

　　　　　ツインタイプを基本に手配
★　携行資材等

　# 医薬品（品名後頁参照）

# 医療用具（血圧計、体温計

聴診器、消毒液等）

# 装備等（防寒衣、作業衣、安全靴、雨合羽、長靴、マスク・軍手、ヘルメット、折畳み式テーブル、携帯電話、パソコン、プリンター、デジタルカメラ等）

　　# 生活必需品（寝袋、炊飯セット、飲料水、食料品等）

　　# 現金（高速道路、燃料代等








こんな相談も・・・


（新潟では）


・避難所で飲酒し迷惑行為をしている・・・。


・他人のイビキで眠れないので、睡眠導入剤の処方を・・。


・妊娠中で不安と抑うつ状態で・・・。


（岩手・宮城では）


・長いこと生きてきてこんなにもおっかねえことは初めてだ。涙っこ出てくるのとめられねぇ。


・家の中はメチャクチャ、大きなひび割れ、地割れ、何から手をつけたらいいのか分らない・・・。


・地震のことをもっともっと聴いてほしかった（話したかった）。


・地震を思い出すのでバスに乗ることができない。
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